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兵庫県立大学 国際交流機構 



エンデラン大学語学研修に参加して 

                                                                                                              

経済学部１年  女子学生 

 

エンデラン大学での授業は、最初の頃は英語を聴き取るのに精一杯でした。 

私の周りの子たちは先生の言っていることを理解していましたが、私は全く分からず、とて

も焦りを感じていました。しかし一週間もすればほとんど聴き取れるようになりました。毎

回の授業で、その授業のトピックがありました。そのトピックは世界の現状について考えた

り、現実世界ではありえないことを考えたりとかなりクリエイティブな発想が求められま

した。普段使わない頭を使った授業だったので、とても新鮮で興味深く面白かったです。い

ろんなことに興味を持つことが大切だと感じました。ただ 先生の問いに対して I don't 

know というのではなく何でもいいから意見を述べてみることで徐々に自分に自信を持つ

ことができました。 

私は山形大学の生徒の中に一人だけ兵庫県立大学の生徒として授業に参加していました。

最初は孤独に感じていましたが、徐々に自分を打ち解けていき、友達も多く作ることが出来

ました。 

フィリピンでのアクティビティはどれもすごく面白かったです。ビーチアクティビティは

３つほど体験しました。日本では絶対にできないだろうと思われるスピードを出してもら

ったり、ボートを海に浮かせてそのボートに乗って食事をしたことも大変思い出深いです。

またシュノーケリングもさせてもらいました。プライベートでももう一度行きたいと感じ

るほど楽しかったです。 

マニラツアーではフィリピンの歴史、文化、人々、街並み、ローカルな場所などたくさんの

ものに触れることができました。バスに乗り込むときや、道を歩いている時 

に突然右手を出して、何かを求めてくる子供達や老人をみるとまだまだフィリピンは格差

が幅広いということも学べましたし、日本人のありがたさも学ぶことができました。またこ

のツアーや普段のフィリピンでの生活でフィリピンの人々の優しさにも触れることができ

ました。多くの方が日本人に敬意を払ってくださり、日本についてたくさん興味を持ってく

ださいました。このことから私はより日本が好きになり、この国に生まれてこの国で育つこ

とができ大変うれしく感じました。 

また日本では考えられないフィリピンの当たり前の文化も学ぶことが出来ました。 

私が一番日本に取り入れたいと思ったフィリピンの文化はスーパーなどの公共の場で誰も

がノリノリに歌っていることです。日本では公共の場ではこのようなことは NG とされて

いますが、とても皆が楽しそうで幸せそうに笑っているので、本当に日本人も真似して欲し

いな感じました。 

エンデラン大学の先生から学んだことはたくさんあります。しかし印象深いことが２つあ

ります。１つ目は、英語を勉強する際、重要なのは、リーディング、スピーキング、リスニ



ング、聞いた英語をコピーして真似すること、これを何度も何度も繰り返すこと。これらが

大切だと教わりました。なのでこれからの英語学習のときはこれらを実行していこうと思

います。 

２つ目は、いつも幸せであるべきだということを教わりました。どんなに苦しい時でも、自

分が幸せになれる方向へと向かいなさい、と言われました。この言葉にとても感銘を受けま

した。なのでこれからはこの言葉を頭において行動していきたいと思います。 

今回のエンデラン語学研修では今まで経験したことのないようなことが沢山できました。 

また自分を見つめ直す時間でもありました。 

今回の留学を経て、またこれからも英語の勉強を頑張っていきたいという気持ちになりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エンデラン大学一か月プログラム体験レポート 

経済学部１年 男子学生 

まず、最初に一言言わせて欲しいです。行って良かった！ 

最初、フィリピンについて全く知らず「アメリカの語学研修に行っていたら英語のス

キルもしっかりと伸ばせていたのに」と思っていました。しかし実際に行ってみると

あちこちで英語が飛び交っていてアジアでも英語を使う事が出来ると分かりました。

私は授業３週間、インターンシップ１週間のプログラムを体験しました。授業は、３

時間、先生を含めて少人数で行う Social Club と、区切られた場所で先生と１対１で２

時間の会話をする Chatter Box の２つでした。Social Club は宇宙やタイムトラベルな

ど少し専門的なテーマについて各々が意見を出し合ったり、２つのグループに分かれ

てディベートをしたりしっかりと自分の意見を英語で伝える力が身につく場だと思い

ました。 

また、自分の知識の領域を超えるテーマもあり想像して意見を伝えることも時には必

要となりました。Chatter Box は、とにかく先生たちが陽気で僕たち生徒の拙い英語を

しっかりと聞いてくれたので「とにかくどういう形でもいいから伝えよう」と頑張る

ことが出来ました。また、毎回先生が変わるので色々なタイプの英語を聞くことがで

きました（速かったり、訛りがあったり）。海外に行けば誰しも皆同じスピード同じ発

音で話してくれるわけではないのでとても良い経験が出来たと思いました。 

また、僕はジェロントラベルさんに一週間インターン生としてお仕事させて頂きまし

た。基本的なお仕事は英語で書かれたフィリピン国内の旅行パッケージを日本語に翻

訳することでした、この仕事を通して語彙力は格段に上がったと思います。そしてフ

ィリピンのマニラ以外の観光地の魅力についても沢山知ることが出来ました、しかし

このインターンは今回の一か月プログラムの最終週で魅力を知ってもそこに実際に行

くことが出来ませんでした、それが今回の研修一番の心残りです。 

 

フィリピン料理はとても美味しく最後の２週間は結構食べていた記憶があります。特

に僕のおすすめはパンシットというヌードルでこの料理に関しては日本でもはやるレ

ベルで美味しかったです。 

１か月を通して普段日本では文法や単語のミスを恐れて発言を控えたりする癖があっ

たが、フィリピンに来て日本語よりも英語を使う機会が増え発言することを恐れなく

なっていました。英語を使って会話ができるようになると自信にもつながり話すこと



に億劫になっていた自分から、話すことを楽しむ自分へと変わっていったのを実感し

ました。アクティビティも満載でショッピングや観光地巡りも週末に出来て充実した

一か月間を過ごせました。向上させた英語力を維持しさらに発展できるよう日本での

英語の勉強に今までよりも精をだして頑張ろうと思います。そしてまたフィリピンに

上陸することが出来たら良いなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エンデラン大学語学研修に参加して 

                        看護学部２年 女子学生 

 

 私は今回の研修で、初めて１ヶ月間という長い期間、海外に滞在するという経験をした。

同じ兵庫県立大学の人たちと一緒に行くということではあったが、知っている人もほとん

どいない中での参加だったため、最初はとても不安だった。しかし、出会ってすぐにみんな

と打ち解けることができ、なかなか難しい他学部との交流をすることができて、かけがえの

ないものになった。その中で、私が今回の語学研修において、特に印象深かったことについ

て２つ説明する。 

 １つ目は、英語の先生と１対１で２時間続けて、英語で会話をするというチャターボック

スという授業である。今までも、英会話の授業を受けたことがあるが、１対１で２時間もの

間、話し続けるという経験はしたことがなかったため、本当に２時間も英語で話し続けるこ

とができるかということがとても不安だった。しかし、先生たちはみんなフレンドリーで優

しく、英単語が思いつかなかったら思い出すまで待ってくれて、私の拙い英語でも必死に伝

えようとすると、しっかり理解してくれた。また、テキストには毎回異なるテーマについて

の質問がたくさん書いてあるため、それについて話し合っていると、２時間という長い時間

もあっという間に終わってしまうように感じた。テーマに関しても自分のことや考え方を

表現するようなテーマや興味深いものが多かったため、とても楽しく会話することができ、

より自分についても知ることができた。また、その時間内に自分が話したいことや聞きたい

ことがあると、先生は快く答えてくれた。そこで私は、フィリピンの生活レベルや、フィリ

ピンの歴史、フィリピンの食べ物についてなどとても深い話を聞くことができ、フィリピン

について授業の中でたくさん知ることができ、嬉しかった。 

 ２つ目は、バタンガスという場所でのビーチアクティビティに行ったことである。そこへ

は、バスで３時間ほどかけて行くことができ、海に浮かぶ小屋で BBQ をしたり、船で移動

してシュノーケリングをしたり、バナナボートなどのアクティビティをたくさんすること

ができた。そこには、一緒の時期に語学研修を受けていた他大学の学生と行ったため、一緒

にアクティビティを行ってとても仲良くなることができ、とても想い出深い、楽しいものと

なった。 

 今回の研修を通して、想像以上の素晴らしい経験をすることができた。英語のリスニング

やスピーキング能力の向上だけでなく、コミュニケーション能力なども身に付けることが

できたと思う。また、かけがえのない友達をたくさん作ることができ、英語の先生たちとも

深く関わることができ、本当に最高の想い出になった。今回の経験を生かしてこれからも英

語をもっと勉強していきたいと思う。 

 

 



「エンデラン大学語学研修に参加して」 

                         経営学部１年 男子学生 

 

エンデラン大学語学研修に参加してみて、自分の中で海外に行くことへの考え方が変わっ

た。今回のプログラムで初めてフィリピンに渡航したが、もはや海外に行くこと自体が初め

てだったため、「海外は日本に比べ危険要素が多すぎる」と考えていた。それもあって国内

に留まることしか考えていなかったが、帰国後は海外に行ってよかったと考えている。私は、

今まで語学研修等で海外に行く人は、将来外国語を使って仕事をしたいと考えている人や、

海外で多くの人とコミュニケーションをとって暮らしたいと考えている人が行くものだと

考えていた。しかし実際上記のような人は多いものの、そうは考えていない人も少なくなか

った。この研修中にいろんな考え方を聞いていくうちに、英語を学ぶ事とはまた違った良い

刺激を得たと思う。 

 今まで生きてきた中で英語は勉強のためのツールでしかなかったが、初めてコミュニケ

ーションをとるために使ったことはとても新鮮だった。少人数クラスでの授業では自分の

意見を元にしたディスカッションを行い、マンツーマンの授業では日ごとに入れ替わる担

当者と約二時間話をした。授業を通じて、普段机の上でしか触れたことのない機械音のよう

な英語は呼吸し生きているように感じた。当初、文法や単語を正しく並べて話さなければな

らないと考えていたが、それはすぐに無くなった。タイミング、呼吸、間の取り方、これら

は需要だが、何よりも伝えようとする意思が言語を学ぶ上で最重要だと感じたからだ。元々

すぐに返答をする性格ではなかったが、今回の研修に参加して自分の意見を瞬時に考え、発

言することが求められると実感した。おかげで研修参加前よりも積極性が身についたと思

う。 

 授業だけではなくアクティビティや観光を通じ、他大学を含めたこれまで関わったこと

のない人と様々な経験をした。フィリピン、マニラの歴史を学んだり、バタンガスではシュ

ノーケリングをしたりした。これからグローバル化が進む中で他国の歴史や文化、習慣等を

学ぶことは重要で、また、ともに力を合わせてビジネスを行っていく事にもなり得る。その

点で、全く知らない人と 1 つのことに取り組むことは対応力をつける良いきっかけになっ

たと思う。 

 観光とは少し違っているが、休日に行ったチャイナタウンではフィリピン現地の生活を

少し垣間見た。裸足で走り回る子どもや物乞いをする人、痩せた野良犬、野良猫、現地語を

使って手に持ったものを売りに来る人。彼らは密集した建物の中から現れた。生活排水が流

れていると思われる人工河川は、ゴミが浮き、水が濁っている上異臭もした。教会周辺は人

であふれかえり身の危険を感じるほどだった。日本で生活していればほぼ見ることがない

ような光景で、教科書だけでは決して感じることのできない開発途上国の現状を目の当た

りにした貴重な経験だった。 

 今回エンデラン大学語学研修に参加し１ヶ月間海外に滞在するという貴重な経験を通じ



て、ただ英語を学ぶだけではなく現地の生活に触れ、他大学や自大学の方と国内だけでは難

しい様々な刺激を得たりすることができた。この経験は一生忘れることは無いだろう。今後

これを生かして様々な問題に取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エンデラン大学語学研修に参加して 

経済学部２年 女子学生 

 

 知らない土地に知らない人と一緒に行き、知らない人と一緒に暮らし、一緒に勉

強して遊ぶ。一か月家を離れることも初めてだった私にとって、今回の留学はとて

も新鮮で貴重な体験でした。フィリピンで過ごす中で得ることが出来た、人とのつ

ながりが私の中に今もすごく残っていて、その大好きな人たちのことをたくさん

書きたいのですが、友達紹介になってしまうので今回はこの一か月を終えて、私の

中で起こった変化についてお話ししようと思います。 

 私が一番好きだった授業は social club という生徒六人、先生一人のグループレ

ッスンです。先生が変わるたびに一人一人が自己紹介をし、その度にみんなのこと

をより深く知っていきました。ディベートをしたり、ロールプレイングをしたり、

あるテーマについて意見を深めあったりしていく授業は、日本で今まで経験して

きた、大人数の中の一個人でしかなかった授業とはかけ離れていました。私は最初、

常に自分はどう思うのか、どう考えているのかを持っておく必要があり、そしてそ

れを発信していく力も同様に必要だと思っていました。海外では自分の意見を言

えない人はやっていけないというのを聞いたことがあったからです。それは確か

に事実なのだと思います。そして海外だけに限らず、日本でも社会人になるために、

そしてなってからも、当然必要とされる能力なのだと思います。そしてその思い込

みゆえに、何か言わなきゃ、いいことを言わなきゃ、といつもすこし気負いすぎて

いる自分を感じていました。しかし今回の留学を機にその従来の私の考え方は少

し変わったと思います。授業には毎回テーマがあり自分の興味のあるもの、すでに

知識を豊富に持っているものもあれば、今まで全く触れてこなかったもの、想像し

てもわからないものもありました。私が困ってしまったのは「ロールプレイングゲ

ーム（RPG）」がテーマだった時です。私は今までゲームをほとんどしてこなかっ

たので先生が問う質問のイメージがわからず、自分の意見を絞り出そうとしても

どうしても出てきませんでした。そんな時、私は正直に言ってみました。「小さい

ころからゲームをあまりしてこなかったからわからない。」そうすると、そう意思

表示をしたことで先生はその後から私には違う角度から質問をふってくれるよう

になりました。自分の意見を持てる質問をしてくれたおかげで、自分の考えを求め

られたのに何も言えずに終わる、ということを経験せずに済み、先生のおかげで自

分に自信を持つことが出来たと思います。これは一例にすぎず、意見がないとき、

なぜ意見がないのか、なぜ関心がないのか、なぜ今までそのことについて考える機

会がなかったのかを話すことで、なにも言わないよりも状況が良い方向に進むと

いうことを何度も感じました。常に自分の考えを持つ、ということよりも常に自分



の意思表示をするということが大事だと思いました。もちろんいつも自分の意見

が言えるに越したことはありません。でも、それが出来ない人が自分に悲観的にな

る必要はない、ということを私は伝えたいです。かっこいいことを言う必要なんて

なく、意思表示を常にできるようになることがまず第一歩だと感じました。そうや

って自分の言葉で自分の声で何かを発信することで、そこからは周りの人の力で

どんどん膨らんでいきます。その気持ちよさを、ぜひ今留学を考えて悩んでいる人

にも一歩踏み出して味わってもらいたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



エンデラン大学語学研修に参加して 

経済学部 1 年 男子学生 

 

私は中学入学時から今まで約 8 年英語を勉強してきたが、海外に行くのはこの語学

研修が初めてだった。エンデラン大学での授業が始まる前までは、私はほかの人より

も英語が少しできると心の中では思っていたので、少し心に余裕があった。しかし、

いざ大学の授業が始まると、そんな余裕はすぐになくなり、自分自身の 4 つのイング

リッシュスキル、特にスピーキング力がいかに乏しいかを痛感させられた。そんな

時、私はエンデラン大学の先生たちの”Don’t be shy”という言葉に救われたように思

う。失敗することを恐れて内気になっていては自分のためにならないと思えた。エン

デラン大学語学研修が始まって最初の一週間は、先生たちの話す英語を聞き取るこ

と、そして、それに対する自分の考えを英語で表現することの両方にかなり苦労し

た。日本語なら伝えられるのにと思い、英語で自分の考えをうまく表現できない自分

が悔しかった。そんな状況を打破しようと、最初の一週間、私はできるだけ多く発

言、発表することを心掛けた。今までの人生の中で一番ハングリー精神を持って過ご

した一週間だったように思う。二週目に入ると、少しずつではあるが、先生たちの話

す英語が聞き取れるようになってきたように感じた。スピーキング力はまだまだだっ

たが、リスニング力が少し上がるだけで授業や会話の理解度が格段に上がったように

思えた。三週目に入ると、リスニング力の向上に伴ってスピーキング力も徐々にでは

あるが、向上し、自分の考えていることが少しずつ表現できるようになってきたと感

じた。考えを日本語から英語に変換するときにはいかにして簡単な表現に変えるかが

大事なのだということが少しずつ分かってきたように思えた。最終週、卒業式で私は

英語スピーチをした。私は長文の、しかも英語だけでスピーチをしたことはなく、そ

んな物書けるわけないと最初は思っていたが、いざ書き始めるとスラスラかける自分

に驚いた。正直、たった 4 週間でここまで英語力が身につくとは思っていなかった。

そして、この研修に参加してもう一つ気づいたことがある。それは英語が好きなのだ

ということである。ここまで英語に真摯に向き合ったことは今までなかった。英語は

教養としか見ていなかったが、実際に生きていくためのコミュニケーションツールと

して使ったことで、自分は英語が好きなのだということに気づけた。自分が思ってい

た以上に濃い四週間だった。これからはそんな好きな英語を自分の武器にできるよう

にもっと勉強していきたいと思う。 

 



エンデラン大学語学研修に参加して       

                           理学部２年 女子学生 

 

私は学校の授業でしか英語を学んだことがなく、留学に行く前は自分の英語が通用するか

不安でした。特に学校の授業ではリーディングとライティングを主とし、リスニングやス

ピーキングは学ぶ機会が少ないので、意思疏通ができるかとても心配でした。留学当初は

予想通り、先生がなにをいっているのかわからず、授業についていけませんでした。しか

し、自分のペースで進められ何度も質問できるマンツーマン授業や、他の充実した授業、

また何度も説明してくれる優しい先生に恵まれたおかげで、次第にわかるようになり、自

分の意見も言えるようになっていきました。今回の留学では、リスニング力とスピーキン

グ力がとくに伸びたと思います。先生によって英語のクセがあり、聞き取ることに苦労し

ましたが、その分自分の力になったと思います。また拙い英語で話すことを恥ずかしいと

思っていましたが、砕けた雰囲気の授業や先生方が”Don't be shy.” と、いい続けてくれた

おかげでその考えも変わり、自分の意見を拙い英語ながら発表できるようになりました。

上手く言えなくても、先生が適切な言い方に直してくれたり、ととても勉強になりまし

た。卒業式で”"The most improve award “をいただき、３週間の成果を評価してもらい嬉し

かったです。最後の週に行った１週間のインターンシップでは、学校の先生とではない初

めての外国のかたとの会話を経験し、また内容も仕事の説明なので初めはとても緊張しま

した。聞き取れなかった単語もあり、同じインターンシップの仲間と協力しながら上司の

指示を理解しました。私のインターンシップ先は、エンデラン大学主催のイベントの運営

をしていて、私達もイベント当日の２日間、イベントに運営側として参加させていただき

ました。１週間という短い期間のインターンシップということもあり、仕事として学んだ

ことはそんなに多くありません。もちろん私達が戦力になるということもありませんでし

た。しかし、フィリピンのイベントの企画力やホスピタリティー等、日本とは違ったイベ

ント運営の一部を実際に体感できとても貴重な体験となりました。また、イベント先で新

しい外国の方とも関わることができ、フィリピンの話を聞いたり、逆に日本の話をしたり

しました。インターンシップだけではなく、留学を通して感じたことですが、フィリピン

の人はおおらかで常に明るく、自分に自信を持っています。私達日本人は、自分の欠点を

見つけるのが得意です。それは、容姿だったり性格だったりと様々ですが、皆それを隠そ

うとします。しかしフィリピン人は、欠点と思うのではなく自分の個性だとして大切にし

ている気がしました。いつも笑顔で、人に優しく、小さな事を気にしない。集合時間なん

てあってないようなもの、そんなところもあるフィリピン人の個性を私は愛しく思いま

す。もちろん私にも欠点があり、自分に自信などありません。ですが授業でプレゼンをす



るとなったときに、自信がないプレゼンを誰が聞いてくれるのだろう、と気づくことがで

きました。自信はすぐに備わるものではないので、まずははったりでもかましながらこれ

からの人生に挑戦していきたいと思います。学習の面だけでなく人としても大きく成長さ

せてくれた研修でした。この留学に関わってくれたすべての人に感謝の気持ちでいっぱい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エンデラン大学語学研修に参加して 

経済学部 2 年 女子学生 

 

 私は今回のエンデラン語学研修に参加して、私自身に 2 つの大きな変化がありました。 

 1 つめは、英語を話すことに対して自信が持てるようになったことです。エンデラン大学

語学研修に参加するまで、私は誰かと英語を使って話すことが好きではありませんでした。

そのきっかけは、小学校の頃の些細な体験でしたが、中学校・高校に在学している間に払拭

することができず、また、自分自身がその恐怖に立ち向かえないことを、ずっとコンプレッ

クスに感じていました。それでも「英語を話せるようになりたい」という思いを諦めること

はできず、エンデラン大学語学研修に参加することを決意しました。 

 語学研修はグループディスカッションを中心とする Social Clubs と、英語のネイティブス

ピーカーの先生とマンツーマンで話す Chatter Box で構成されており、どちらもスピーキン

グスキルを高めることに特化された授業でした。どちらの授業でも、テーマが難しいことが

度々ありました。意見が上手くまとまらず、また英語でどのように表現すればよいのか、何

度も悩みましたが、伝えようとする姿勢を見せると、先生方は何を伝えようとしているのか

を汲み取ろうとしてくれました。その先生方の寛容な姿勢のおかげで、英語を話すことへの

恐怖は次第に薄れ、いつの間にか自信が持てるまでに成長しました。 

 

 2 つめはフィリピンに対するイメージが変わったことです。語学研修に参加する前、フィ

リピンに対して、ごみ山がある地域などもあり、衛生状態が悪く、まだまだ発展途上の国と

いうイメージを持っていました。実際、空港から学生寮までにいく道のりでスラムや歩道で

生活するホームレスの人々、また、観光地の周辺では観光客にお土産を売る子供たちの姿が

多く見られました。しかし、私が滞在したマッキンリーヒルは、各国の大使館などがあるた

め、フィリピンのなかでも特に治安の良い地域で、周辺には大きなショッピングモールが建

ち並んでいました。私はこの景観をみて大きな衝撃を受け、今までのフィリピンのイメージ

が 180°変化しました。しかし、同時に立派なビルディングとスラムが隣接して見られるよ

うな場所もあり、地域による経済発展の格差を実感しました。日本人では決してできない経

験ができたと共に、今まで私は日本でどれだけ恵まれた生活を送っていたのかを思い知ら

せました。 

 

 本研修に参加して、ネイティブスピーカーの先生方から、また、一緒に参加した兵庫県立

大学や他大学の仲間から、たくさんのよい刺激を受けることができました。今では、これら

の経験のおかげで、「もっと英語を学びたい」という思いが高まると共に、次回は長期留学

に挑戦したいという思いが芽生えています。私に自信を与えてくれた、この研修に関わった

すべての人に感謝の思いでいっぱいです。 

 



エンデラン大学での留学体験記 

理学部２年 男子学生 

 

今回の留学はたまたま参加した大学の留学フェアで、国際交流機構の職員の方にお勧めさ

れて軽い気持ちで参加しました。値段も手ごろかつ内容も初年度にしてはしっかりしてい

て、魅力的でした。多少の不安といえば、フィリピンの英語は訛りがひどそうだというス

テレオタイプのみでした。全然そんなことなかったです。 

現地に到着すると、入学時の初顔合わせでは日本の他大学からの留学生もいました。寮の

部屋でもそのうちのメンバーと一緒に過ごしました。東北地方の大学からの留学生で、自

分がフィリピンに入国して英語よりも先に東北弁を学んだのは予想外でした。留学前には

事前に英語力テストがあり、入学オリエンテーション時にクラス分けに関する簡単なテス

トもあり、クラス分けに関しては満足でした。そのため、自分の能力にあった授業が受け

られてとてもためになりました。授業では３種類の授業が用意されていました。 

１つはマンツーマンの会話形式の授業です。そこでは大学独自のテキストに書かれてある

莫大な量の質問に１つ１つ答えていき、そのうちのなにかの話題に関して深く掘り下げて

いったり、想像して会話したりしました。その授業は冒頭に直近の自分のことについての

たわいもない会話からスタートするので、日本の授業という感じよりも気楽にお話しする

イメージがあって、とても楽しくアクティブに授業ができました。授業の中で一番楽しか

ったです。 

２つ目はインターンシップへの準備の授業です。自分の場合は最終週にインターンシップ

があったので、そのための準備授業がありました。メールの方法や公的な言葉遣いなど学

び、とても役に立ちました。 

３つ目は一般的な授業です。なにか１つの話題に対して討論したり理解を深めたりしまし

た。多くの人の意見を聞くことができ、貴重な体験ができました。また、表現の方法を試

行錯誤して、楽しかったです。 

授業以外に、休日のアクティビティや夕ご飯など、フィリピンを堪能しました。中でもバ

タンガスのビーチアクティビティは行ってよかったなと思いました。 

インターンシップでは法律事務所に配属され、電話の応答や、社内で二国間の比較のプレ

ゼンを行いました。電話の応答は固有名詞が多く、さらに相手が見えないので、とても難

しかったです。でも事務所の皆さんが手助けしてくれたり、そんなに気にしないでと言っ

てくれたり、温かさを感じました。フィリピンの人たちはいつも幸せそうで、仕事中も陽

気で、日本にはないいいものを感じました。さらに、現地の言葉であるタガログ語も多く

教えてくれました。とにかく暖かい職場でした。 

この４週間を通して、フィリピンの人の情の厚さをとても感じました。先生とも別れを惜し

み、また会おうと約束をしました。今でも SNS を通じて連絡を取り合い、交流があるほど

です。本当にエンデラン大学、ありがとう。Salamat po. 




